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要 旨

本稿では, フランスのエコミュゼの館長および地方圈のエコミュゼ担当者に対して実施したヒアリングの

結果から, ひょうごエコ・ネット・ミュージアムの構築に資するエコミュゼの運営手法と学習プログラムを

整理した.

各エコミュゼでは, フランスの市民団体であるアソシアシオンを中心に市民と協働するとともに, 観光や

雇用など各種団体とも連携し, 文化・遺産や自然・環境に関連する広報・普及・実践活動を進めていた. ま

た, エコミュゼを支援する地方圈政府は, 協約をもってエコミュゼの運営管理と資金援助を行うが, 各エコ

ミュゼの経営については努力は求めるものの,「文化を図る指標にならない」との理由で採算性は重視してい

なかった.
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は じ め に

大と自然の博物館では, 企画展示やセミナー, 観察会

などの魅力あるプログラムをセットにし, 地元住民と共

にプログラムを展開するキャラバン事業を, 2002年度よ

り実施している. 本事業の方向性としては, 実施主体が

県下に散在する博物館相当施設などを核とした地元に移

り, そこと大と自然の博物館が大・物・情報ネットワー

ク提携を結ぶといった「ひょうごエコ・ネット・ミュー

ジアム」をつくることにある. この構想は, 人の生活を

含めた地域の自然・環境を未来へ継承することを目的と

し, 県民の参画と協働による推進を主な手法とする.

これに近い形態を持つものに, フランスのエコミュゼ

がある. エコミュゼは, 日本ではしばしば「野外博物館」

として紹介されることもあるが, 本来は文化や産業, 環

境, 生活といった地域の総体を保存し理解してもらうこ

とを目的とし, それらを通して文化振興や2次的な経済

振興に寄与することを特徴とする. また, エコミュゼが

成立する背景には権利と責任を伴う「近代市民」の思想

がありょ 今後の我が国における参画と協働による施設運

営の参考にもなろう.

そこで本稿は, 2004 年1 月にフランスに渡航し, 後述

する3 つのエコミュゼの館長および地方圈のエコミュゼ

担当者に対して実施したヒアリングを通じて得られた,

フランスにおけるエコミュゼの運営手法および学習プロ

グラムから, ひょうごエコ・ネット・ミュージアムの構

築に資する知見を整理することを目的とする.

エ コミ ュゼ の 概念

エコミュゼの語源・目的

エコミュゼは, 1960 年代の後半にフランスの博物学者

リヴィエールにより提唱された,「エコ(生態学・経済学)」

と「ミュゼ( 博物館)」を組み合わせた造語である. 「工

コ」は単なる生態的な意味にとどまらず, 地域の経済的

な活性化も図る概念であると捉えられる. リヴィエール

は, エコミュゼの目的を 「地域社会の人々の生活と, そ

この自然環境, 社会環境の発達過程を史的に探求し, 自
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然遺産および文化遺産を現地において保存し, 育成し,

展示することを通して当該地域社会の発展に寄与するこ

とを目的とする」としている. さらなるエコミュゼの詳

しい概念については, これまでに数多くの整理がなされ

ている( 大原, 1999, 新井, 1995, 新井, 1997) の

で,本稿では省略する. 1990 年代のバブル経済の崩壊後

から, 日本各地でも地域づくりの一手法としてエコミュ

ゼの概念が用いられるようになり, 兵庫県でも上山高原

や北播磨地区などでエコミュゼ活動が展開されている.

エコミ ュゼの構成

組織形態

エコミュゼの組織形態には2 つのタイプが存在する.

一つは特定地域の中にコアとなる活動拠点を有しそれと

サテライトがネットワークで結ばれるタイプ, もう一つ

はサテライトが独立した運営組織であるアソシアシオン

を形成し, エコミュゼのコア組織と契約を結ぶタイプで

ある. 元々エコミュゼは前者のタイプが多く, コアの

ミュージアムが情報の収集や伝達, エコミュゼ全体の企

画・運営を担い, サテライトのミュージアムでは主に各

地域に残る自然・歴史・産業などの遺産を活用した学習

プログラムの実施を担っていた.現在では後者の形態で,

アソシアシオンがサテライトのミュージアムにて独立し

た運営を担っている地域が多い.

「1901年法」に基づくアソシアシオンとエコミュゼ

フランスには日本のNPO に似たアソシアシオンとい

う市民団体があり, いくつかのエコミュゼの母体となっ

ている. このアソシアシオンは, 1901 年に制定された

「アソシアシオン契約に関する1901 年7月1日法」(Loi

du ler juillet 1 90 1 relative au contrat

dissociation,本稿では一般的に略称として用いられる

「19叫年法」とする) によって成立する.1901 年法の

第1章第1条に「アソシアシオンとは,2 名以上の者が,

利益の分配以外の目的のために, 自分達の知識や活動を

恒常的に共有するために結ぶ合意のことである.( 彦江

訳)」(コバヤシ, 2003) とあるように, アソシアシオン

とは個人間の契約であり, 市民の社会に対する義務と対

をなす「協働する権利」である.

本稿に記載する3つのエコミュゼの運営には, このア

ソシアシオンが少なからず関わっている. 中でもクル

ゾー・モンソ・レミーヌ・エコミュゼは, 設置は都市共

同体によるものの, 運営は設立当初からアソシアシオン

によって自主的に行われた点て他のエコミュゼに影響を

与えている. 館員の何人かはアソシアシオンによって雇

用されていることからも, 地域の文化を継承するエコ

ミュゼの中でのアソシアシオン, すなわち市民の占める

重要性がわかる. また, フルミ・トレロン・エコミュゼ

は, エコミュゼ設立前から存在していた学校関係者や高

齢者によるアソシアシオンや, その他文化的なアソシア

シオンから得た様々な情報によってエコミュゼ設立の基

礎ができ, 設立後も古写真に関する記憶の収集作業など

をアソシアシオンと共に進めている. このように, アソ

シアシオンによる協働の活動は, エコミュゼの設立, 経

営,事業実施などの個別の内容に固定されることはなく,

各エコミュゼにおいて必要な形態をとる.

1901 年法に基づくアソシアシオンは,各自の興味にし

たがって自分達の知識や取り組み能力を提供し, 地域の

文化, 生活様式, 遺産, 環境などの過去と現在, 現在と

未来との関係を伝え継承する. エコミュゼが地域を総体

として研究・展示・保存・活用するためには, このよう

に地域を最も古く詳しく知る市民との協働が必要不可欠

であり, アソシアシオンはその手法として有効な契約形

態であると言えよう.

人材

エコミュゼの組織を考える上で重要なことは, 設置が

義務づけられているコンセルバトゥール( 主任学芸員)

の存在である. 彼らは主にパリの国立文化遺産学校を修

了し, 考古学などの修士もしくは博士の学位を有し, 国

の責任において文化省より派遣されるスタッフである.

彼らは単に学芸員としての資料の収集・整理, 来館者へ

のサービスだけでなく, フランス政府からの予算確保や

行政機関との調整などエコミュゼ全体の経営も担うため

に 政治的な能力をも要求される.

この他にもアニマトゥール, インストラクター, ボラ

ンティアなど多様なスタッフをエコミュゼでは有してい

る. アニマトゥールは「社会. 教育, スポーツ, 文化の

活性化にあたる専門職員」で,その資格は青少年・スポー

ツ省や国家教育省,アソシアシオンなどから与えられる.

学校の教員とは異なり, 共に活動をすることで子どもの

主体性を芽生えさせるところに特徴がある. インストラ

クターは主にエコミュゼにおけるプログラムの指導を担

い, アニマトゥールと近い存在である. ボランティアは

エコミュゼには欠かすことが出来ないスタッフで, 高齢

者が中心になづて活動を展開している.

調査対象地の特徴

位置と特徴

図1 に調査対象地の位置を, 表1 に調査対象とした工

コミュゼの特徴を示す.

ヒアリング結果の分類

今回の行程では, フランスにおけるエコミュゼのマネ



図1 調査対象地の位置

表1 調査対象としたエコミュゼの特徴

図2 調査対象とヒアリング内容の対応

ジメントの手法から人と自然の博物館のエコ・ネット・

ミュージアム構想の実現・運営に資する知見を得ること

を目的としたため, ヒアリング内容をエコミュゼの運営

として 「国・地方圈からの支援」,エコミュゼの「経営」,

エコミュゼの「組織」,エコミュゼの「人材」の4 項目と,

エコミュゼの「学習プログラム」の全5 項目に整理した.

図2 に本稿で扱う調査対象とヒアリング内容の対応を示

す.

エコミュゼと地方圈政府の事例

プレス・ブルギニョン・エコミュゼ

図3 にプレス・ブルギニョン・エコミュゼの構成地図

を示す。

(1) 国や自治体からの支援

プレス・ブルギニョン・エコミュゼがあるブルゴーニュ

地方圈では, 1982 年に学習プログラム「遺産学級」が設



置された. フランス政府から提供されるプログラムの多

くが古典的である中で,「遺産学級」はプレス地方固有の

環境学習であることから, ブルゴーニュ地方圈政府から

全体の50% にあたる15ユー囗/ 人日の資金援助を受け

ている.

(2) 経営

エコミュゼの館長は, どう人を呼び込むかといった努

力を怠らない. 毎週ラジオ番組で広報する他, 地域の旅

行関係者によって「エバージョン・プラス」というネッ

トワークをつくり, 地域内の施設で連携しながら広報し

ている( 図4).

入館については, 半額となる5 ヶ月分パスポートや年

間パスポートなど, 様々なプログラムが受けられるよう

な仕組みをつくっている. この仕組みは, 来館者を増や

すために作っだのではなく, 現在の3万人/ 年の来館者

を長期に渡って維持するためのものである. 来館者数は

展示の方法にも影響するため, 現状の人数であればコン

パクトで触って楽しめる展示が維持できるのである.

(3) 人材

プレス・ブルギニョン・エコミュゼの中心となるのは,

コンセルバトゥールでもある館長である.館長の仕事は,

行政との調整役が中心である他, ラジオ出演など広報活

動もこなすが, 来館者に対して環境学習を行う機会は少

ない.

各種の学習プログラムを実施するスタッフとしては,

1クラスに1人有償のインストラクターが付く他,環境や

森林, 湖水などを担当している行政関係者が無償でコー

ディネーターとして付く. また, 実際に児童の活動を補

助するアニマトールは, 国や地方圈のみで運営される

ミュゼ( 博物館) では雇用できず, アソシアシオンやコ

ミューンによって運営されるエコミュゼでのみ雇用でき

る.この他にボランティアスタッフがいるが,ボランティ

アスタッフはコンセルバトゥールやインストラクターに

よる研修を通して養成されるのではなく, 経験者から新

人への直接の伝達によって仕事を覚えていく. これは,

前述したようにエコミュゼではコミュニケーションを重

視する学習プログラムを実施することが影響しており,

その他のスタッフも含めて単に自然や歴史についての深

い知識を有する人間ではなく人とコミュニケーションの

とれる人材を採用するという.

(4) 学習プログラム

プレス・ブルギニョン・エコミュゼの学習プログラム

を表2 に示す.

プレス・ブルギニョン・エコミュゼは, 主に学校と連

携した教材開発, 滞在型, 子ども向けの3 つのプログラ

ムを実施している. 学校連携プログラムでは, プレス地

方の農業や樽職人の作業などを収録した映画や森や学校

図3 プレス・ブルギニョン・エコミュゼの構成地図



図4 エバージョン・プラスのリーフレット



表2 プレス・ブルギニョン・エコ]ミコ.,.ゼの学習プ士Lグラム

をテーマにした様々な教育用のパックを提供している.

滞在型プログラムは主にエコミュゼ内の各サテライト見

学が中心であり, 脱穀やパン作り実習など体験型プログ

ラムから構成されている. これに関連して, ブルゴーニ

ュ地方圈政府の援助を得て「遺産学級」という合宿をし

ながら参加者全員でプレ ス地域の資産について学ぶプロ

グラムも実施している. 子ども向けプログラムには, ノ・:・f

ども達がエコミュゼ内の現場で活動する際に楽しく過ご

せるよう, 自然や建築物レ 暮らしなどのテーマが設定さ

れており, それをエコミュゼ内で調査をする. このプ 囗

グラムはクイズ形式になっておりご 子ども達は実際に川

で魚釣りをしたり農業従事者にヒアリングをしてクイズ

の解答を得て, 館内の展示で答え合わせをするという構

成になっている.

他には, 特別展に関連するプログラムとして芸術工房

の見学や展示に関連する制作作業があり, アラカルトで

きる活動としては一昔のプレス風遊びや城に隣接する県立

公園の散策などが実施されている.

以……1万lのように プレス・ブルギニョン・エコミュゼの

学習プログラムは, コミュニケーションを中心に構成さ



れている.10 年ほど前までは本館やサテライトの展示が

故障していても参加者から全く文句がでなかったほど,

コミュニケーションによるプログラムが充実している.

年間3万人の来館がある中で,6000 人の児童来館者のう

ちH)00 人がこのような宿泊型のプログラムに参加する.

クルソー・モンソ・レミーヌ・エコミュゼ

クルゾー・モンソ・レミーヌ・エコミュゼは, 1972 年

に設立された大と産業の博物館を中心に, 1974 年に法的

に位置づけられた産業がベースとなったエコミュゼであ

る. 現在は全5箇所のサイトからなり, それぞれの特色

を生かして運営している. 図5 にクルゾー・モンソ・レ

ミーヌ・エコミュゼの構成地図を示す.

(1) 経営

エコミュゼ全体としては, 設立当初は新しい取り組み

として脚光を浴び, 国からも予算を確保し, 職員を20名

まで増員した時期もあった. しかし, エコミュゼとして

の広範な理念は確かなものであったが, それを実現する

手法がなく, 1980 年代の経済危機を経て職員が5名まで

減少する事態に至った. 問題は, エコミュゼの管理の問

題から経理, 人間にまで至り, 他のエコミュゼとの競争

による収入減屯影響した.

そこでエコミュゼのテーマを産業の歴史に絞り, 経営

図5 クルゾー・モンソ・レミーヌ・エコミュゼの構成地図

危機を乗り切る戦略をとっだ( 写真1). 現コンセルバ

トゥールのPatrice NOTTEGHEM 氏は, 自身の専門は

生物学であるが, エコミュゼの経営のためには産業の方

が可能性があると判断したのである. 1990 年代始めにク

リスタルの工場( 写真2) をつくることによってテーマ

を明確に打ち出す一方, 産業構造の転換に伴う企業の宣

伝をエコミュゼで実施するなど現状の産業へも柔軟に対

写真1 地元職人が作った産業機械の展示



写真2 クリスタルの工場

写真3 修復中の「煉瓦の博物館」



写真4 「煉瓦の博物館」での修復作業

写真5 当時の機械で作られる煉瓦



応した. また, 職員の何人かが地元のコミューンから雇

用さ れていることもあり, エコミュゼの目標をテリト

リーの住民に対するサービスとして明確に進めた. サイ

トを中心部に集め効率化を図るのではなく, テリトリー

内で広く分布させているのは, 住民へのサービスとそれ

による意識の波及を意図したものであるという.

現在は経営が軌道にのってきたこともあり,2004 年か

ら自然科学の中でも生活者に身近で興味をもたれる「水」

をテーマに動物的, 植物的なアプローチでエコミュゼを

展開する予定である. これまでは経営的な判断で産業に

特化した事業を進めてきたが, Patrice NOTTEGHEM

氏は 「自然と文化は本来分かれていないし, 産業の歴史

だけを扱うことは政治的にも難しい」と言う.

(2) 学習プログラム

クルゾー・モンソ・レミーヌ・エコミュゼのサイトの

ひとつである煉瓦の博物館(La Briaueterie Ciry-le-

Noble) は, 1893 年に建てられ1960 年代に閉鎖された

ものを, 1995 年にコミューンが購入したものである. 現

在は, 建築物を修復しながら内部の展示を徐々に作って

いる段階である(写真3). ここでは産業遺産として煉瓦

製造の機械を保存するだけではなく, 成人朧業訓練協会

AoF.P.A(Association pour la Formation

Professionnelle des Adultes) と提携してエコミュゼの

施設を修復・保存することを職業訓練のプログラムとし

て実施している( 写真4). このA.F.P.A のプログラムで

は, 若者の専門能力を養成し, 修了生の63% が次の仕事

を得ている.

通常の職業訓練では, 訓練によって作られた建築物な

どは終了後に壊されることとなるが, この煉瓦の博物館

では訓練の結果がそのまま残ることとなる. このように

「教育( 訓練)」と「修復( 復元)」を同時に行っている

のは, フランスでもクルゾー・モンソ・レミーヌ・エコ

ミュゼだけである. これらのプログラムによって復元さ

れた煉瓦工場は, 工場の中心にある材料から蒸気機関に

よって動くプロペラシャフト, 建物と同じ高さの窯まで

全てが展示であり,20 世紀初頭の煉瓦産業の全てを体験

することができる. また, 来訪者に対して, 実際に使わ

れていた煉瓦製造の機械を用いる煉瓦づくりのデモンス

トレーションも行われる( 写真5).

フルミ・トレロン・エコミュゼ

フルミ・トレ囗ン・エコミュゼは, フランス北部のソー

ル地方にある紡績工場を中心としたエコミュゼである

(写真6). 図6 にフルミ・トレ囗ン・エコミュゼの構成

地図を示す.

(1) 経営

フルミ・トレロン・エコミュゼの収入内訳は, 自己収

入が25%, 補助金が70%, 寄付が5% である.25% の自

己収入のうち5% を占める売店( 写真7) の売り上げは平

均1.8ユー囗/ 人であり, 来館者の47% が購入している.

購入者の内訳は,80% がエコミュゼの見学者で,10~

20% は地元住民である. この売店とカフェは, アソシア

シオンが経営している.

寄付は地元のテキスタイル会社, ガラスエ場, 食品会

社, 銀行やコミューンなどから得ている. その謝意とし

て, 寄付企業の囗ゴのパンフレット掲載や, サイン会の

開催を行っている.

エコミュゼ全体としては,2000-2001 年の2年間のみ

図6 フルミ・トレ囗ン・エコミュゼの構成地図



写真6 フルミ・トレロン・エコミュゼのコア施設

写真7 「織物と社会生活の博物館」内の売店



表3 フルミ・トレ囗ン・エコミュゼの学習プログラム

赤字経営であったが, 経費削減ど商業分野の活動に力を

入れた結果黒字経営に転換した. 商業分野の活動とは,

具体には旅行の見本市への出展にダイレクトメールや電

話による広報, 旅行関係者用のツアーの実施, 新聞記者

への案内, 専門分野の雑誌への広告掲載などが挙げ られ

る.

(2) 組織

エ コ ミ ュ ゼ 設 立 以 前 か ら 現 館 長 で あ るMarc

GOUJARD 氏を中心として, 学校, 退職した高齢者のア

ソシアシオン, 文化的な活動をしていたアソシアシオン

などが集まり, 地域の情報厂証言, 写真を収集する組織

が形成された. これが, 後の古写真の収集・整理による

学習プログラムの実施母体へとつなかっている.この後,

コミューンから産業遺産を購入してエコミュゼの展示を

制作し, 活動にコミューンも参加することとなった. 現

在では, エコミュゼ全体がひとつの大きなアソシアシオ

ンによって運営されて いる.

(3) 学習プログラム

フ ルミ・トレ 囗ン・エコミ ュゼ の学 習プ ログ ラムを表

3 に 示す。

フ ルミ・トレ 囗ン・エコミ ュゼでは, 一一一般向け と子ど

も向け の2 タ イプ の学習プ ログ ラムを 設定し てい る。 一

般向 けの学習プロ グラムは, エ コミ ュゼ 内の様 々な サテ

テ イト 施 設 の展示 を用 い た体 験プ ロ グ ラム が中 心で あ

る。 一方の子 ども向け学習プロ グラムは, 導 入部 分で工

コミ ュゼの館長 が言うよう に 「新たな 可能性を発見し て

いけ る能:力や好奇 心を持って 物事に臨 む精神, 創 造 力の

豊かさ に価値を 置いた教育」 を具現化し たものとなっ て

いる。

特徴 的なプログ ラムとして, フ ルミ ・ト レロン ・エ コ

ミ ュゼ では子ど も達が地域 の古写真を集 める活動をエ コ

ミ ュゼ設 立以 前か ら実施 してお り, 学 校 毎に[ 職 人] 。

「農業」,「社会」,「産業」,「レ ジャー」な どのテ ーマ を

決めて 展覧会を 開催し ていた。1800 人 の子 どもが古 写真

を収集し, こ れに地域 の高齢者が解 説や 意味づけ を行い,

地 域 の貴重な資料 とし て整理す るプ ログ ラムである。 こ

の古写 真資料は, 諂 の展覧会を 実施した後 も学校の授業

で使わ れて おり, 現 在は当時 の社会の様子や 衣装の特性



などを読みとるプログラムに活用されている. 古写真資

料は30万点ほどあり,全てスキャナーでデジタル化した

後に, 希望者には返却している. デジタル化した古写真

は, インターネットなどマスメディアでの公開は価値が

下がるので絶対にしないという.

ノール・パ・ド・カレ地方圏政府

エコミュゼを地方毎に管理する行政組織として, フラ

ンス全土でもエコミュゼに力を注いでいるソール・パ・

ド・カレ地方圈政府の担当官にヒアリングを実施した.

(1) 国・自治体からの支援

地方圈では, 1974 年に制定された地方圈制度によっ

て, エコミュゼに資金を提供し地域の文化遺産を保存す

る活動が開始した. 資金提供は, 活動プログラム, 施設

のメンテナンス, 計画の3つについて行われるものであ

る. 施設のメンテナンスについては, その内容と予算額

はエコミュゼから要求を出し, 地方圈が受理する手続き

をとる. 策定された活動プログラムについては, 地方圈

からその内容に関する要求や制限を加えることはなく,

提出当初と実施内容が整合しているか確認するにとどま

る. これらの資金提供に関する計画および契約は, エコ

ミュゼと地方圈の間での「協約」という形をとり, その

達成のみが地方圈からエコミュゼに課す義務となる.

(2) 経営

エコミュゼ設立のプロセスにおいて, ソール・パ・ド・

カレ地方圈政府は計画の主導権を持だない. 文化による

地域振興を目指しているものの, そのために地域の人材

を発掘するなどの作業を地方圈政府がするわけではな

い. 地域産業の経営者や労働者を中心としで設立運動が

起こり, この発起人がエコミュゼのソフトを計画し, 建

設費用が必要になった段階で地方圏政府とコンタクトを

とる. この時,地方圈が支援する基準は定まっておらず,

認可に向けては計画の合理性を第一とする. 設立資金が

算出された後は, 都市共同体が資金を持っている場合は

そこから提供させ, 持っていない場合は地方圈から資金

を提供することとなる. ただし, 地方圈からは投資費用

は出るものの, 活動費用は出ない.

(3) 組織

ソール・パ・ド・カレ地方圈政府でのエコミュゼに関

する担当部署は, 人材雇用を人事局や文化局が担当する

ほか,4000 ユー囗規模以上の見学に対しては考古局から

補助金がつく. また, 臨時展に関する観光は観光局が,

技術についてはハイテク局が担当する(図7 参照). 中で

も文化局はフランス国内の全ての地方圈にあるわけでは

なく, ソール・パ・ド・カレ地方圈の特色であると言え

よう. 他の地方圈の文化局では文化財などの補修に多く

の予算を使うが, 産業構造の悪化による雇用対策として

文化による地域振興を目指しているソール・パ・ド・カ

レ地方圈政府では, ダンスや劇場, エコミュゼなど生き

た文化に対してフランス国内で最大の文化予算を執行す

る. このような投資に対してソール・パ・ド・カレ地方

圈政府は, エコミュゼの活動記録の確認やカタログ販売

数の評価はするものの,「文化は数字で表せない」として

採算性を求めていない.
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図7 ソール・パ・ド・カレ地方圈政府の組織図




